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成瀬一郎 医学図書館長 お疲れ様でした！ 

 Photo by  
成瀬一郎医学図書館長 

医学図書館長のつぶやき ～最終回～ 

医学図書館長退任の挨拶 成瀬一郎 
 

医学図書館長を4年間務めさせて頂きました。      

私は、この春、鳥取大学を定年退職致します。それに伴って4年間兼任 

させて頂いた鳥取大学医学図書館長も辞することになっております。 
 

 4年の間に、耐震改修工事があり、設計図面作成段階から竣工まで、図書館職員と

ともに、いくつかの難題を乗り越えてきました。居心地が良く長時間使える空間を

学生や利用者に提供するというコンセプトのもと、飲食可のブラウジングコー

ナー、3階までの非常階段、ユニバーサルトイレ、携帯電話ボックス、3階廊下天井

の梁部分を189cmまで上げた件、夜間11時までの開館などを強力に提案し実現するこ

とができました。平成25年4月1日には無事リニューアルオープンすることができま

した。快適な空間は学生達に喜ばれているものと信じております。今後とも、学生

のみならず、教職員、地域の皆さまに、大いに利用して愛して頂きますようお願い

申し上げます。 

医学図書館 

ホームページの 

左メニューに 

あります 

 
 ・・・・・・ リニューアルされた図書

館を、学生も喜んで利用しているようだ

し、私は嬉しくてしょうがありません。それ

で、図書館周りのゴミを拾ったり、プラン

ターに水を撒いたりして愛でています。

定年前に良い仕事を与えて頂いたこと

を本当に嬉しく思っております。人生の

記念になりました。 
     最終回(No.24)より一部抜粋 

 

 医学図書館ホームページの“★図書館のすすめ★ 医学図書館長のつぶやき”は、成瀬一郎教授

のご退任とともに最終回(No.24)を迎えました。 

 最終回では、医学図書館のリニューアルオープニンの式典でのエピソードや耐震改修工事におけ

る様々な思い出、オープン後の先生の所感‥などがユーモアを交えて記述されています。 

  初回から楽しくてためになる「医学図書館長のつぶやき」を聴いてみてください。 

 
 

 ちなみにこの

広報誌の草花の

写真は、成瀬教

授が実際にカメ

ラを構えて撮影

されたものを載

せています 



卒業・離職予定の方へ 

お 願 い 

お知らせ   

 ご意見・ご感想をお寄せください       

   鳥取大学医学図書館   （担当 石田・足立・前田） 
  Tel  : 0859-38-6462  (内線6462) / Fax : 0859-38-6469 (内線6469) 

   E-mail : ac-igakujo@adm.tottori-u.ac.jp 

小学館 2000.09（発売） 

ちえちゃんの卒業式  /   星川ひろ子(著・写真） 

 予定より3ヶ月も早く

生まれ肢体不自由なち

えちゃん。 
 文章がちえちゃんの

言葉で書かれていて、

ダイレクトに読み手に

気持ちが伝わってきま

す。6年生の時、友達

との壁にぶつかりまし

た。クラス全員、一人

ずつ思っている事を言

うことになりました。 

 みんなの気持ちを聞いて

ちえちゃんもみんなも変

わっていきます。ちえちゃ

んは、自分でやれることは

どんどんやっていき、友達

は、そっと手を貸す。そし

て卒業式を迎えました。 

 これを機に、ちえちゃん

とお母さん、お互いからの

巣立ちの時を迎えました。

翼を広げ始めたちえちゃん

のおだやかな風になってく

ださい、と著者から 

のメッセージが 

ありました。 

◆  図書館から借りている資料が 

 ないか 、今一度ご確認いただ 

 き、ご返却ください 
 

◆ また、ＵＳＢキーを使った学 

 外からの電子ジャーナルをご利 

 用の方は、ＵＳＢキーの返却を 

 お願いします 

 Oxford Textbook of Medicineは刊行

以来35年以上の歴史を

持つロングセラーのテキ

ストブックです。 

 内科および関連専門分

野の科学的知見と臨床実

践のカバー領域において

は無類のテキストブック

で、世界中の医師のオ

フィスや病棟に置かれる

必須の医学書としてご活

用いただけます。包括性、信頼性、国際性において優れ

た当テキストブックは、臨床管理や疾病予防に関する実

践的なガイダンスを重点的にカバーしています。 

 この機会にぜひ、ご利用ください。 

★ トライアル期間：2014年4月18日(金)まで 
               （米子キャンパスのみ） 

図書(2F)の配置が変わりました 
 
●産業(600)、芸術(700)、言語(800)、文学(900) 
   ⇒ 《 西側の壁側へ移動 》 

● 正光文庫、鳥取大学関係著書、香陽文庫 

   ⇒ 《 階段、エレベーター正面の書棚へ移動 》 

● 闘病記文庫  

   ⇒《 パソコンルーム横へ移動 》    

 

 詳細は、医学図書館カウンターまで 

ビブリオバトル（米子キャンパス）開催！ 

展示コーナー 

 なお、離職等されても一般の利

用者として当館を利用していただ

けますので、お気軽にお越しくだ

さい。 

トライアル 

Oxford Textbook of Medicine. 5th ed. 
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＊  新着図書リスト(抜粋)＊  

分類番号 書  名  等 著者 出版事項 

019.9:Tan ビブリオバトル  谷口忠大著 文藝春秋 2013.4 

159.7:Kim つらいから青春だ キムナンド著 ディスカヴァー・トゥエン

289.3:Ish シーボルトの生涯をめぐる人びと 石山禎一編著 長崎文献社 2013.11 

302.144:Tod 希望学あしたの向こうに  東大社研ほか編 
東京大学出版会 

2013.7 

460.4:Hor クマムシ博士の「最強生物」学講座  堀川大樹著 新潮社 2013.9 

464.1:Bun 分子生物学超図解ノート  田村隆明著 羊土社 2011.10 

481.16:Yuz Real bones  湯沢英治写真 早川書房 2013.11 

486.7:Her ハキリアリ  バート・ヘルドブラーほか著 飛鳥新社 2012.4 

M01.5:Sei 生物と生命倫理の基本ノート  西沢いづみ著 金芳堂 2013.3 

M07:Sat 流れがわかる英語プレゼンテーション 佐藤雅昭著 
メディカルレビュー社 

2013.12 

M09:Ina 臨床医のための漢方薬概論 稲木一元著 南山堂 2014.1 

M09:Nii 本当に明日から使える漢方薬  新見正則著 
新興医学出版社 

2010.10 

M09:Sho 症例から学ぶ和漢診療学 寺澤捷年著 医学書院 2012.1 

M13.71:Nos 脳神経科学イラストレイテッド  真鍋俊也 [ほか] 編集 羊土社 2013.4 

M21:Gaz 画像でみる人体解剖アトラス Jamie Weir [ほか] 原著 
エルゼビア・ジャパ

ン 2013.12 

M21:Hyo 標準臨床検査医学 高木康, 山田俊幸編 医学書院 2013.1 

M21:Wan ワンランク上の検査値の読み方・考え方  本田孝行編著 総合医学社 2014.1 

M22.9:Hyo 標準救急医学 有賀徹 [ほか] 編 医学書院 2014.1 

M22.9:Law 初期救急の落とし穴 Benjamin J. Lawner [ほか] 編 日経BP社  

M24.36:Nai 画像でみる脊椎・脊髄  Naidich [ほか] 原著 医歯薬出版 2013.9 

M29.07:Ham 第一印象が良くなるナースのマナー  濱川博招, 島川久美子共著 ぱる出版 2014.1 

M29.26:Ebi エビデンスに基づく脳神経看護ケア関連図 百田武司ほか編 中央法規出版 2014.1 

M29.26:End 希望としてのがん看護  遠藤惠美子 [著] 医学書院 2001.9 

M29:Sya 写真でわかる実習で使える看護技術  吉田みつ子ほか編著 
インターメディカ 

2013.12 

M37.3:Mor ねじ子のぐっとくる脳と神経のみかた 森皆ねじ子著 医学書院 2013.11 

M37:Tex Text精神医学 加藤進昌ほか編 南山堂 2012.4 

M38.3:Oda やさしく解説!日本版敗血症診療ガイドライン 織田成人監修 学研メディカル秀潤社 

M38:Mat 診療に役立つ学べる感染症  松島敏春 [ほか] 編集 診断と治療社 2012.2 

M39.37:Nos 脳性麻痺リハビリテーションガイドライン 日本リハビリテーション医学会診療ガイ 金原出版 2014.1 

M47.8:Hat 発達過程作業療法学 福田恵美子 ほか編 医学書院 2014.1 

M54.8:Suz がん・生殖医療  鈴木直ほか編 医歯薬出版 2013.8 

M59:Shi 助産外来の健診技術  進純郎 ほか著 医学書院 2010.10 

M8:Kok 国際保健医療学 日本国際保健医療学会編 杏林書院 2013.11 

579.9:Jok:25 上級バイオ技術者認定試験対策問題集 上級バイオ技術者認定試験問題研究会編 土屋書店 

616.8:Yam ジャガイモのきた道  山本紀夫著 岩波書店 2008.5 

911.52:Gon てっちゃん  権徹著 彩流社 2013.12 

914.6:Shi:01 司馬遼太郎が考えたこと vol.1-15 司馬遼太郎著 新潮社 2005.1- 

929.13:Iyo:01 ドラゴンラージャ vol.1-12 イ・ヨンド作 岩崎書店 2005.12 

D-103-1 
実践!看護技術シリーズ 日常生活の援助技術

編 vol.1 
医学映像教育センター制作著作 

医学映像教育セン

ター 

E:Oru 名前のない人 
クリス・ヴァン・オールズバーグ絵

と文 
河出書房新社 1989.8 

E:Sei おじいさんの旅 アレン・セイ文・絵 ほるぷ出版 2002.11 

E:Uiz かようびのよる デヴィッド・ウィーズナー作・絵 徳間書店 2000.5 
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雑 誌 名 巻 号 特 集 記 事 

臨床雑誌外科 76巻3号 （3月1日号） ディベート 炎症性腸疾患の外科治療 

胸部外科 67巻3号 (3月1日号） 心疾患と悪性腫瘍の同時合併例の対する治療戦略 

ホルモンと臨床 
60巻8号 （2012年8月1日

号） 
内分泌腫瘍発症機構に迫る 

内科 113巻3号 （3月1日号） 2025年を見すえた心不全診療ロードマップ 突破口はどこにあるのか 

medicina 51巻2号 （2月10日号） 診て考えて実践する水・電解質管理と輸液 

最新医学 69巻2号（2月10日号） リウマチ・膠原病における分子標的治療の最前線 

クリニカルスタディ 35巻3号 （3月10日号） 【特集1】実習あんしんスタートガイド 【特集2】ナースの生活大調査 

プチナース 23巻3号 （2月10日号） 【特集1】実習がうまくいくコツ 【特集2】ケーススタディの進めかた 

エキスパートナース 30巻3号 （2月20日号） 
【特集1】“浸出液”の見方とドレッシング材の選び方 【特集2】「私たち、クーリン

グやめました」  

月刊ナーシング 34巻3号 （2月20日号） 
【特集１】よくみる薬の使い方とオーダーの根拠 【特集2】見逃してはいけない皮

膚疾患 判断の仕方と対応法Part.2 

看護教育 55巻3号 （3月25日号） さまざまなアプローチによるリフレクション 

看護技術 60巻3号 （3月20日号） 集中治療領域におけるチームケアアプローチ 

看護研究 47巻1号 （2月15日号） 看護学において若手研究者をどう育てるか？（Ｉ） 

看護展望 39巻4号 （2月25日号） 新人研究見直しの視点-求める看護師は育っているか 

検査と技術 42巻3号 （3月1日号） てんかん 

遺伝 68巻2号 （3月1日号） 育種技術の新展開-ＮＢＴ、ゲノム編集、そして社会的対応 

生体の科学 65巻1号 （2月15日号） 精神疾患の病理機構 

化学 69巻3号 （3月1日号） カテキンプローブの合成と分子イメージング 

こころの科学 174号（3月1日号） 自閉症スペクトラム 

Newton 34巻4号 （4月7日号） 災厄 福島原発 1000日ドキュメント 

日経パソコン 692号 （2月24日号） 
【特集1】パソコンの都市伝説34 【特集2】快適Bluetooth機器 【特集3】最新周辺

機器ガイド 

別冊日経サイエンス 167号（2月17日号） 激変する気候 

★ 人間力図書コーナーよりご紹介 ★ 

‐70℃、暗黒ブリザード、ホワイトアウト、未知の生物…想

像を絶する過酷な環境。しかし、なぜそこに取り憑かれ

るのか? 人を拒み続ける酷寒の大陸に長期滞在し、全

土を回ってわかった、南極の現在と人類の未来!  

精神科病院のなかにひらかれた“造形教室”に集う人々

と、その作品。作品と作者の人生にひたすら向き合うこ

とで見えてくる〈生〉のありかた。誰にとっても無縁ではな

い〈生きにくさ〉を照らしだし、そのなかでの〈癒し〉の可

能性を示すものになっているはずです。 

歴史と文明、人間について天性の明るい知性で考

えぬいた司馬遼太郎が、40年以上にわたる創作活

動のかたわら書き残したエッセイを、年代を追って収

録した集大成シリーズ。（全15巻） 

 「イソップ物語」って、本当はこんな話だったの? 二千

年以上の歴史をもつイソップ物語に秘められた、厳しい世

間を生き抜くための智恵とその魅力を阿刀田流に読み解

いた、大好評の「知っていますか」シリーズ。  

教授には教員資格がいらない。ではどのようにキャリ

アを形成したのか? 研究時間をどう割り振っているの

か? 私生活は?  これまで語られなかったこの職業と

仕事を、NHK、民放「世界一受けたい授業」の出演で

おなじみの名物教授が、軽快な筆致で独白する。  

長期に及ぶ寒冷化や干ばつが引き起こす飢饉、疫

病、戦争―。  日本の歴史は気候変動が動かしてき

た。  律令時代から近代まで、日本人が異常気象に

どう立ち向かってきたのかを豊富なエピソードととも

に描く異色作。  


